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令和４年度における文化芸術振興関連施策（実績） 

 

  山口県文化芸術振興条例に基づき、「やまぐち文化芸術振興プラン」に掲げる文化芸

術の振興のための取組を推進し、多様な主体と連携しながら、本県の「文化力」の向上

に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 １ やまぐちの文化力を活かした交流の拡大 

 
a①【重点】多様な文化資源を活かした地域のにぎわい創出 

 

■第３０回地域伝統芸能全国大会の開催          【決算額：28,712 千円】 

概 

要 

「地域伝統芸能全国大会」を山口県で開催し、県内各地で受け継がれてきた伝統

芸能を始めとし、国内外から招かれた伝統芸能の多彩な魅力を多く発信すること

で、次世代への継承に繋げる。 

 

 

 

 

 

 

内 

 

 

 

 

 

 

容 

 

 

 

 

 

 

 

（１）大 会 名 第３０回地域伝統芸能全国大会 

         「地域伝統芸能による豊かなまちづくり大会やまぐち」 

（２）開催期間 2022 年(令和４年) 10 月８日、９日 

（３）主  催   

第３０回地域伝統芸能全国大会「地域伝統芸能による豊かなまちづくり

大会やまぐち」実行委員会、山口県、山口市、一般財団法人地域伝統芸

能活用センター 

（４）会場及び主な内容 

  【メイン会場（KDDI 維新ホール）】 

   〇開催記念式典 

   〇表彰式（高円宮殿下記念地域伝統芸能賞、 

地域伝統芸能大賞、地域伝統芸能奨励賞、 

第 30 回地域伝統芸能全国大会記念特別賞） 

〇伝統芸能公演 

〇その他 

・観光情報コーナー 

・メダル制作者の作品展示（松尾藻風氏・松尾優子氏） 

・大会題字制作者の作品等展示（山本一遊氏） 

地域の様々な文化資源を活用し、多くの人々を惹き付け、交流を促進し、地域のに

ぎわいを創出するほか、文化資源を活かした MICE(マイス)誘致を促進するとともに、

国内外の方に本県文化の魅力を発信し、文化芸術を通じた相互理解につなげる。 

◆文化財保護事務の移管 

文化財を観光資源として積極的に活用し、観光振興につなげることなどを目的とし 

て、教育庁（社会教育・文化財課）が所管していた文化財保存・活用事務を知事部局 

（文化振興課）に移管した。 
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内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容 

 

 

 

 

  

 【サブ会場（中央公園）】 

〇伝統芸能公演 

〇同時開催イベント 

・わらアート展示 

・やまぐちオリジナル丼選手権 

（５）出演団体等 

〈表彰団体〉 

【令和４年度 受賞団体（６団体）】 

①岩国行波の神舞保存会（山口県）②冨田人形共遊団（滋賀県）③奥州市

江刺鹿踊保存会（岩手県）④川邊志津枝(島根県)⑤土佐絵金歌舞伎伝承会

（高知県）⑥朝倉梯子獅子青年会（愛知県） 

【第 30 回地域伝統芸能全国大会記念特別賞 受賞団体（６団体）】 

①三作神楽保存会（山口県）②銀鏡神楽保存会（宮崎県）③のんのこ諫早

まつり振興会（長崎県）④長浜曳山の名工（滋賀県）⑤橘ひょっとこ踊り

保存会（宮崎県）⑥島根県立浜田商業高等学校郷土芸能部（島根県） 

〈海外・県外出演団体（４団体）〉 

①特定非営利活動法人東京高円寺阿波おどり振興協会(東京都)②香川良子

(東京都) ③川畑さおり(鹿児島県)④９flowerｓ（ﾅｲﾝﾌﾗﾜｰｽﾞ）(ベトナム) 

〈県内出演団体（21 団体）〉 

下関市：①下関平家踊保存会/宇部市：②岩戸神楽舞保存顕彰会③宇部南蛮

音頭保存会/山口市：④赤崎神社十二の舞保存会⑤小鯖代神楽舞保存会⑥徳

地人形浄瑠璃保存会⑦土居神楽舞保存会⑧ふしの岩戸太鼓保存会⑨山口鷺

流狂言保存会/萩市：⑩大板山たたら太鼓同好会⑪越ヶ浜郷土芸能保存会/

防府市：⑫古典芸能南京玉すだれ山口保存会/下松市：⑬切山歌舞伎保存会

/岩国市：⑭北中山子ども神楽⑮山代白羽神楽保存会/柳井市：⑯阿月郷土

芸能保存会/美祢市：⑰北河内神楽舞保存会/山陽小野田市：⑱山陽小野田

市古式行事保存会⑲龍王伝説保存会/周防大島町：⑳久賀引山太鼓保存会/

阿武町：㉑福賀神楽保存会 

（６）参加者数 6,700 人 

（７）関連イベント 

   地域伝統芸能九州・山口大会（10 月９日、ルネッサながと） 

〇地域伝統芸能九州・山口大会は、第２期九州創生アクションプラン 

“JEWELS+”における「九州山口地域づくりプロジェクトチーム」の「文化

資源の誘客活用プロジェクト」の取組として実施。 

〈出演団体（県外：５団体、県内：２団体）〉 

① 岩戸神楽保存会「珍楽社」（福岡県）②嬉野町温泉区面浮立保存会（佐 

賀県）③島原市民謡会（長崎県）④はさま子ども和太鼓クラブ（大分県） 

⑤沖縄県読谷村伊良皆芸能保存会（沖縄県）⑥周防ちはや神楽保存会（防 

府市）⑦島田人形浄瑠璃芝居保存会（光市） 

   〇参加者数 400 人 
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■AI 活用地域伝統芸能観光体験コンテンツ化事業     【決算額：23,155 千円】 

概 

要 

ＡＩ技術を活用した「わかりやすく親しみやすい」地域伝統芸能体験コンテン

ツを制作・活用し、担い手不足等の地域伝統芸能の課題に取り組むとともに、周

遊案内アプリと連携することで県内観光を促進。 

 

 

 

内 

   

   

 

 

容 

 

 

 

  

（１）ゲーム性のある地域伝統芸能体験コンテンツ制作 

○ＡＩ技術により、「鷺流狂言」の

お手本と体験者の双方の「所作」

を解析し類似度を採点する、ゲー

ム性のある体験コンテンツを制作 

〇「第３０回地域伝統芸能全国大会」

で公表し、その後、県内３箇所に

体験機器を設置 

   《設置場所》 

山口ふるさと伝承総合センター、シンフォニア岩国、ルネッサながと 

（２）周遊案内アプリとの連携 

広告効果の高い周遊案内アプリに、制作コンテンツ設置施設と地域文化財 

を組み合わせた観光ルートを掲載し、観光客の県内周遊を促進 

  

■やまぐち文化プログラム推進事業             【決算額：9,442 千円】 

県・市・県文化連盟等が連携した実行委員会により、美術館を核とした地域連携に

よる取組や地域文化を支える人材の育成支援・活躍機会創出等、本県の多彩な文化資

源を活かしたプログラムを展開し、文化振興と観光交流人口の拡大につなげる。 

(1) 美術館魅力発信プロジェクト 

 ①デジタル技術を活用した文化資源の魅力向上・発信 

概

要 

県立の美術館の主な所蔵作品を多言語解説によりオンラインで国内外へ

紹介し、誘客を図るとともに、来館者には展示作品以外についても大型モニ

ターで鑑賞できる環境を整備 

 

内 

 

 

容 

（１）県立美術館２施設の所蔵品のデジタルアーカイブ化を実施（Ｒ３～） 

（２）やまぐちバーチャルアートミュージアムの運用（Ｒ３～） 

   デジタル化した所蔵作品を「雪舟と雲谷派」や「浮世絵」など５つの 

テーマごとに展覧会形式で公開するオンライン美術館の公開（解説は 

英語、中国語、韓国語に対応） 

（３）やまぐちデジタルギャラリーの運用（Ｒ３～） 

県立美術館２施設の所蔵作品を高精細デジタル画像で鑑賞できる大 

型モニターを両館に設置（解説は英語、中国語、韓国語に対応）  
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②美術館を核とした地域連携イベント 

ア）県立美術館 

概

要 
美術館を核に周辺施設や民間等、地域と連携したアートイベントを開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 

 

 

  

 

 

 

 

容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＨＥＡＲＴ                   

山口県美術展覧会に併せ、本県ゆかりのクリエイターを活用した企画等を実

施 

 ＜実施体制＞ミュージアム・タウン・ヤマグチ実行委員会  

【事業内容】                 【参加者数：3,712 人】 

１ 志村信裕のワークショップ 

・「色と光－４つの色で表現される世界」（11 月 26 日）    

   小学校高学年を対象に、色を題材にしたワークショップを山口市中心商

店街の店舗で地域と連携して開催 

・「アートと動物」（11 月 27 日） 

高校生以上の大人を対象に、志村氏の映像作品「見島牛」をテーマにし

たレクチャー形式のワークショップを開催 

 

２ 美術館情報発信コーナーの設置（11 月 15 日～12 月９日） 

  山口市中心商店街の店舗の一角で、「５ＧＶＲで探る山水長巻」（P10）や

「やまぐちバーチャルアートミュージアム」（P５）の体験コーナーを設置す

るとともに、美術館展覧会などの情報発信を行い、地域交流を図った。 

  

  

  

  

  

  

  

 

ＨＥＡＲＴ協力企画 

◆令和元年度から令和３年度までに「障害者文化芸術作品等調査・発掘事業」

で発掘した本県作家13名の作品110点を山口県立美術館で展示 

◆日 時：令和４年11月15日～令和４年12月11日 

◆会 場：山口県立美術館ロビー 

◆来場者数：2,957 人 

 

障害者支援課×ＨＥＡＲＴ共同企画 

アール・ブリュット with ＨＥＡＲＴ vol.２ （11 月 15 日～12 月 11 日） 

上記事業により見出された作家の作品を「ものづくりでつながるアートな山

口」を目指すＨＥＡＲＴならではの演出で紹介。作品画像をプリントしたミニ

トートバッグを制作し展示・販売 
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イ）県立萩美術館・浦上記念館 

概 

要 
美術館を中心にアートを活用した地域連携イベントを開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 

 

 

  

 

 

  

容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アート・フェスティバル２０２２  （８月６日～７日）  

 美術館を核として、アートを活用した地域づくりや交流促進を目的とした

地域密着型企画  

＜実施体制＞萩美まちなか交流実行委員会 

【事業内容】                 【参加者数：1,187 人】  

１ 特別対談「非対称へのまなざし」 

中野信子氏（脳科学者）×唐澤昌宏氏（国立工芸館館長） 

 「未来へつなぐ陶芸 伝統工芸のチカラ展」の関連イベントとして、萩

美術館・浦上記念館で対談を実施するとともに、リアルタイムでシンフ

ォニア岩国会場にオンライン配信 

２ ワークショップ等 

「体感アートコーナー みんなで『北斎』をつくろう」、「親子で学ぶ 

色のチカラ」、「イラストレーターってどんな仕事」、「自分だけのカ 

ラーペンをつくろう」、「浮世絵スタンプラリー」ほか 

 

  

            

            

  

現在形の陶芸 萩大賞展Ⅵ  （１月２日～２月 26 日） 

【参加者数：1,286 人】 

本県の重要な文化資源である「陶芸」をテーマに、地域で活躍する若

手陶芸家や次代の指導者の育成等を目的とした全国公募展を開催 

＜実施体制＞現在形の陶芸萩大賞展Ⅵ実行委員会 

【応募・入賞状況】 応募者数 ：104 人（うち入賞 21 人） 

          応募作品数：104 点（うち入賞 21 点） 

 

 

                              

 

 

 

 (2) 総合芸術文化祭（分野別フェスティバル）  

概 

要 

音楽、文芸、生活文化等、多彩な分野にわたる文化団体による文化芸術活

動の発表機会（コンクール、フェスティバル、展示会等）を設けるとともに、

県民の文化芸術活動への参加を促進 

内 
容 

【実施体制】やまぐち文化プログラム実行委員会 

開催時期：６月～３月（県内各地） 参加者数：17,698 人 
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【分野別フェスティバル】 

行事名（主催者） 開催日 開催地等 参加者数 

1 
第29回民謡ｺﾝｸｰﾙ大会 

(山口県民謡連盟) 
６月26日 

佐波公民館 

(防府市) 
30 人 

2 
第61回全日本吹奏楽ｺﾝｸｰﾙ山口県大会 

(山口県吹奏楽連盟) 

７月29日～31日 

８月５日～７日 

山口市民会館(山口市) 

周南市文化会館(周南市) 
8,735 人 

3 
山口県洋舞ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（ﾓﾀﾞﾝﾀﾞﾝｽ部門） 

(山口県洋舞連盟) 
８月７日 

不二輸送機ﾎｰﾙ 

(山陽小野田市) 
575人 

4 
第77回合唱ｺﾝｸｰﾙ山口県大会 

(山口県合唱連盟) 
８月７日 

ｼﾝﾌｫﾆｱ岩国 

(岩国市) 
881人 

5 
第40回山口県書道連盟展 

(山口県書道連盟) 
９月９日～11日 

防府市地域交流ｾﾝﾀｰ 

ｱｽﾋﾟﾗｰﾄ(防府市) 
165人 

6 
第35回全日本ﾏｰﾁﾝｸﾞｺﾝﾃｽﾄ山口県大会 

(山口県ﾏｰﾁﾝｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞ連盟) 
９月19日 

周南市鹿野総合体育館 

(周南市) 
76人 

7 
第70回山口県川柳大会 

(山口県川柳協会) 
誌上大会 ― 468人 

8 
山口県ﾀﾞﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

(山口県ﾎﾞｰﾙﾙｰﾑﾀﾞﾝｽ連盟) 

４月３日 

10月２日 

菊川ｱﾌﾞﾘｰﾙ（下関市） 

ｻﾝｳｨﾝｸﾞ熊毛(周南市) 
150人 

9 
文化の輪をつなげる 

(山口県いけばな作家協会) 
10月２日 

秋吉台国際芸術村 

(美祢市) 
158人 

10 
第52回山口県邦楽大会 

(山口県邦楽連盟) 
10月23日 

周南市文化会館 

(周南市) 
300 人 

11 
第53回山口県母のｺｰﾗｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

(山口県母の合唱連盟) 
10月23日 

萩市民館 

(萩市) 
188 人 

12 
第59回山口県俳句大会 

(山口県俳句作家協会) 
11月６日 

下松市市民交流拠点施設 

「ほしらんどくだまつ」(下松市) 
753人 

13 
第61回山口県演劇祭  

 (山口県演劇協会) 
11月12日～13日 

宇部市文化会館 

(宇部市) 
165人 

14 
第14回山口県日本舞踊祭  

 ((公社)日本舞踊協会山口県支部) 
11月13日 

周南市文化会館 

(周南市) 
901 人 

15 
第58回山口県歌人協会短歌大会 

(山口県歌人協会) 
11月27日 

周南市立徳山駅前図書館 

(周南市) 
260人 

16 
第49回山口県芸術演奏会 

(山口県音楽協会) 
12月11日 

下関市生涯学習ﾌﾟﾗｻﾞ 

DREAM SHIP(下関市) 
136人 

17 
第67回山口県交響楽団演奏会 

(山口県交響楽団) 
12月11日 

三友ｻﾙﾋﾞｱﾎｰﾙ 

(防府市) 
1,147 人 

18 

第46回全日本ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙｺﾝﾃｽﾄ山口県大

会 

(山口県管楽ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ連盟) 

12月25日～27日 
不二輸送機ﾎｰﾙ 

(山陽小野田市) 
2,360 人 

19 
第17回山口県ﾊｰﾓﾆｶ演奏交流会 

(山口県ﾊｰﾓﾆｶｸﾗﾌﾞ) 
３月19日 

不二輸送機ﾎｰﾙ 

(山陽小野田市) 
250人 

 合計 17,698人 
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■その他の主要事業（「①【重点】多様な文化資源を活かした地域のにぎわい創出」関係） 

 （単位：千円） 

区   分 決算額 事 業 の 概 要 

アーティスト・イン・レジデ

ンス事業【秋吉台国際芸術村

管理運営事業の一部】 

       （文化振興課） 

(事業の一部) 

国内外の若手アーティストを秋吉台国際芸術村に受

け入れ、創作活動の支援及び地域交流活動を実施（滞

在者数10人）  

東部地域文化振興（国際交

流）事業 

       （文化振興課） 

554 

県東部地域において、日米交流の促進と地域文化の

振興を図るため、日米交流の深化に資する文化芸術

活動に対し助成を実施（実績件数：２件） 

文化財の調査指導費【文化財

調査指導費の一部】 

a（文化振興課） 

(事業の一部) 

文化財指定に係る調査、保存及び活用に係る指導 

・木造聖僧坐像（伝恵慈和尚）を県指定有形文化財

（彫刻）に指定 

世界遺産の保全活用、情報発

信等【文化財調査指導費及び

地域とともに歩む文化財資

源総合保存活用推進事業の

一部】 

a（文化振興課） 

(事業の一部) 

世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」の保全・

活用、情報発信及び「錦帯橋」の世界遺産登録に向

けた取組を実施 

・世界文化遺産の構成資産の修復・公開活用計画に

基づく技術支援 

・「錦帯橋世界文化遺産登録推進協議会」による理

解増進・情報発信（国際オンラインミーティング

の開催等） 

ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ ＭＡＧ

ＩＣ！プロモーション推進

事業 

a（観光プロモーション推進室） 

36,799 

県観光キャッチフレーズ「ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ ＭＡ

ＧＩＣ！」のもと、やまぐちＤＭＯを中心として、

観光５大要素（絶景、温泉、歴史、体験、グルメ）

を最大限活かした事業を展開するとともに交通関連

事業者等の民間事業者と連携した取組を実施 

フィルム・コミッションによ

る情報発信【観光プロモーシ

ョン力強化事業の一部】 

  (観光プロモーション推進室） 

1,207 

◆県内撮影映画のロケ地マップを作成し、活用した

誘客ＰＲ 

◆Webサイトを活用した情報発信 

◆全国、県内市町のフィルム・コミッションとの連

携及び情報交換 

外国文化講座等の開催 

【山口県国際交流協会育成

事業の一部】   （国際課） 

(事業の一部) 

県内の外国人住民等を講師として外国の文化につい

て紹介し交流する講座をオンラインで開催 

・外国文化講座 等 

きらめき活動助成事業 

 (（公財）山口きらめき財団） 
－ 

県民の自主的・主体的な県民活動を支援 

古文書講座・アーカイブズウ

ィーク開催・歴史情報発信

【地域とともに歩む文化財

資源総合保存活用推進事業

の一部】 

（学校運営・施設整備室） 

137 

◆古文書講座（４講座・オンライン） 

◆アーカイブズウイークの開催 

◆文書館Webサイト、ＳＮＳを活用した歴史情報発信 

◆オンライン歴史講座の開催（３回） 

◆文書館研究紀要、文書館ニュースの刊行（年１回） 
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 ② 【重点】日本を代表する画聖「雪舟」を活用した交流促進  

  

■「雪舟と狩野派」展の開催（県立美術館） 

概

要 

国宝・四季山水図（山水長巻）＜毛利博物館所蔵＞をはじめとする雪舟作品な

どを展示した展覧会を県立美術館において開催した。 

内

容 

 ○名称 唐絵の系譜「将軍家の襖絵／雪舟と狩野派」 

 ○会期 ９月 16 日～10 月 16 日 

 ○関連イベント 入門講座「周文・雪舟・探幽 唐絵の系譜」 

 

■最先端技術による新たな芸術文化魅力創出事業       【決算額：5,000 千円】 

概 

要 

５Ｇ（第５世代移動通信システム）等の最先端技術を活用し、子どもや美術に

興味関心が薄い層に訴求する山口の文化資源の新たな魅力を創出する。また、県

立美術館を拠点として、広く県内に展開・波及することにより、美術館への誘客

促進、県内周遊の拡大につなげる。 

内  

 

 

 

 

 

 

容 

（１）「５ＧＶＲで探る山水長巻」の公開 

 〇令和２年度に制作・公開した「５ＧＶＲで探る山水長巻」を県立美術館や県

内文化施設等で公開（多言語対応：英語、中国語） 

・雪舟の代表作 国宝「四季山水図（山水長巻）」の世界に入り込んだよう

な体験ができるＶＲ（仮想現実） 

・「四季山水図」の見どころなどをＣＧにより解説する「解説パート」と水

墨画の世界に入り込む体験ができる「体験パート」からなり、誰でも楽し

める内容 

 ＜県立美術館での公開＞ 

特別展及びコレクション展の開催に合わせて公開 

  

＜サテライト展示＞ 

  県内の文化施設等でサテライト展示を実施 

 

（２） ＡＲ（拡張現実）動画解説の公開 

○県立美術館からの「帰路の寄り道」を提案し、県内の周遊促進につなげてい

くため、令和２年度に制作した水墨画関連の文化観光スポットのＡＲ動画解

説を常栄寺と龍蔵寺で公開 

・ＡＲは、何十年に一度しか公開されない秘仏など、デジタル技術ならでは 

の内容（多言語対応：英語、中国語） 

 

 

 

 

 文化的・歴史的にも貴重な財産である山口ゆかりの画聖「雪舟」のブランド力を活

かした取組等を通じ、国内外へ本県の文化芸術の情報発信を強化し、交流人口を拡大

する。 
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 ③ 文化芸術の情報発信   

  
■やまぐち文化プログラム推進事業（Cul-ちゃ やまぐち）  【決算額：2,053 千円】 

 

 

 
 

概
要 

文化プログラムのコンセプトに沿った文化施設での公演や文化イベント等を

「協賛事業」として認証し、ロゴマークを付与するとともに、これを付与したイ

ベントの情報をウェブページや情報誌を通じて一元的に発信 

内 

  

 

 

 

 

 

容 

 

協賛事業 189 件（P８分野別フェスティバルを除いた事業数） 

 

情報発信 

○紙媒体：文化イベント情報誌「Cul-ちゃ やまぐち」（平成 29 年９月～） 

・公立文化施設、県内観光案内所、道の駅、商業施設、金融機関、学校、県外

を含む旅行会社や県内各地の宿泊施設への配布 

年２回発行 ９月(第 11 号)、３月(第 12 号) （各２万部）  

 

○Web 版：情報サイト「Cul-ちゃ やまぐち」（平成 29 年 10 月～） 

・Web ページの運営(令和４年度アクセス数合計：51,674 件)  

・自動翻訳機能を用いたホームぺージの多言語化（令和４年３月公開） 

    多言語対応（英語・簡体語・繁体語・韓国語・スペイン語・フランス語） 

・文化動画配信（Cul-Tube YAMAGUCHI） 

   やまぐち文化動画配信事業「Cul-Tube YAMAGUCHI」の文化パフォーマンス

動画や美術館所蔵作品の解説動画等を紹介 

 

動画本数  26 本（令和２年５月下旬から動画配信を順次開始） 

文化団体等 12 本（作成動画６本、応募動画６本） 

美術館動画 14 本（作成動画７本、萩美祭等のイベント動画７本） 

視聴回数 34,566 回（令和２年５月～令和５年３月末までの全動画視聴回数 

の合計） 

    

 

 

 

 

 

 

 本県の文化芸術を国内外へ積極的に発信する取組を強化し、県内の文化芸術の魅力

向上と、文化芸術を通じた交流人口の拡大を促進する。 
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■やまぐち文学回廊情報発信事業             【決算額：372 千円】 

概
要 

山口県の優れた文学資源を広く県内外にＰＲするため、「やまぐちの文学」や

山口県ゆかりの文学者に関する情報を発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「ふるさと文学ギャラリー」常設展・企画展（県立山口図書館との連携開催） 

○常設展 

「やまぐちの文学者たち」40人の作品等のパネル展示 

○企画展 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 情報発信  

○県政資料館におけるパネル展示 

・詩碑・歌碑・句碑・文学碑の写真・由来などを紹介 

 ○情報誌、Webページ等の充実 

・情報誌「Cul－ちゃ やまぐち」において、「やまぐち文学巡り」と題し、

「やまぐちの文学者たち」を紹介。第11号（令和４年９月－令和５年３月）

では、宇野千代の紹介と各文学館等のイベント情報を紹介 

・Webページ「Cul－ちゃ やまぐち」において、各文学館等のイベント情報

をＰＲ 

 

③ 調査・研究事業 

 「やまぐちの文学者たち」に係る貴重な資料を次代につなげるため、主に閲覧

困難な雑誌の調査・研究を実施 

 ○事前調査、資料の状況調査 

・県立大学郷土文学資料センター・県立山口図書館・中原中也記念館・山頭

火ふるさと館・事務局で構成するワーキンググループによる対象の決定 

・令和４年度の調査対象は、県立山口図書館等所蔵の文芸雑誌『文芸風土』 

○現地調査 

・調査対象となった文献の書誌情報等を現地調査 

○整理・公表 

・対象資料の現地調査結果を分析し、目録データを作成  

○報告会 

  ・令和４年９月25日に下関市立近代先人顕彰館（下関市）にて実施 

  ・対面とオンラインでの実施 

 

 

企画展テーマ 開催期間 

河上徹太郎と中原中也 

～河上徹太郎生誕120年を記念して～ 

令和４年４月 28日 ～ 

８月 30日 

生誕 140 年、種田山頭火と〈やまぐち〉 
令和４年９月１日～

令和５年１月 20日 

没後 10 年、和田健の軌跡 
令和５年１月 22日 ～ 

４月 27日 
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 ④会員のＰＲ機会の創出 

【実施体制】やまぐち文学回廊構想推進協議会(平成９年６月設立) 

会長：中原 豊（中原中也記念館館長） 

構成：本県ゆかりの文学者の顕彰団体・文学館11団体、関係８市、県 

関係６機関・団体 

 

■国民文化祭への派遣                    【決算額：114 千円】 

概
要 

全国的な規模で文化活動を発表する場の提供等により、文化活動への参加意欲

を喚起し、新しい芸能、文化の創造を促す。 

内
容 

○出演団体等に対する出演経費の補助 

・旅費及び楽器等の運搬費について１／２以内を予算の範囲内で補助 

【開催地】沖縄県（10 月 22 日～11 月 27 日） 

 

■中四国文化の集いへの派遣                  【決算額：─ 千円】 

概
要 

中四国９県の文化交流を実施することにより、文化活動の発表機会の拡充と文

化意識の一層の高揚を図る。また、県域の歴史と風土から生まれた伝統文化を受

け継ぐとともに、地域文化の活性化と文化団体相互の交流促進を図る。 

内

容 

○出演団体に対する出演経費の補助 

 ・旅費及び楽器等の運搬費について１／２以内を予算の範囲内で補助 

【開催地】高知県（10月10日） 

※出場辞退⇒「第３０回地域伝統芸能全国大会」の直後の日程となっており、

出場可能団体が見つからなかったため。 

 
■その他の情報発信 

○県文化振興課ホームページ「やまぐちの若き芸術家たち」 

国内外で活躍する山口県ゆかりの若手芸術家の情報を収集し、活動を紹介 

○ＳＮＳによる情報発信 

  情報の拡散性が高いＳＮＳを活用し、幅広い世代に向けて、本県の旬な文化情

報を発信 

 
■その他の主要事業（「③文化芸術の情報発信」関係） 

 （単位：千円） 

区   分 決算額 事 業 の 概 要 

県立文化施設における取組

【各県立文化施設の管理運

営事業の一部】 

       （文化振興課） 

 （学校運営・施設整備室） 

 

(事業の一部) 

情報誌の発行等 

◆県立美術館:「天花」年２回発行             

◆県立萩美術館・浦上記念館：「萩」年４回発行  

◆県立山口博物館： 

・「山口県立山口博物館だより」年10回発行 

・「バーチャル山口博物館」の充実 

◆シンフォニア岩国：「ひびき」年６回発行 

◆秋吉台国際芸術村：「秋吉台国際芸術村通信

-AIAV News-」年４回発行 
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◆ルネッサながと：「文化情報誌」年３回発行 

ホームページ、ＳＮＳを活用した情報発信 

世界遺産「明治日本の産業

革命遺産」インタープリテ

ーションの推進【文化財調

査指導費及び地域とともに

歩む文化財資源総合保存活

用推進事業の一部】 

           a（文化振興課） 

(事業の一部) 

23の構成資産で効果的で一貫したインタープリ

テーション（理解増進・情報発信）の取組を実施 

◆国内外に向けた広報活動（フォトコンテスト開

催、ミステリー小説の制作・公開、リーフレッ

ト制作） 

◆ガイド研修会（５月18日、12月20日） 

◆パネル展（６月６日～６月17日：県庁１階エン

トランスホール）等 

世界遺産の保全活用、情報

発信等【文化財調査指導費

及び地域とともに歩む文化

財資源総合保存活用推進事

業の一部】［再掲］ 

           a（文化振興課） 

 

(事業の一部) 

世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」の

保全・活用、情報発信及び「錦帯橋」の世界遺産

登録に向けた取組を実施 

・世界文化遺産の構成資産の修復・公開活用計画

に基づく技術支援 

・「錦帯橋世界文化遺産登録推進協議会」による

理解増進・情報発信（国際オンラインミーティ

ングの開催等） 

伝統工芸品情報発信等支援

事業 

a（観光プロモーション推進室） 

1,647 

◆伝統的工芸品月間国民会議全国大会への出展 

毎年11月を「伝統的工芸品月間」と定め、伝 

統的工芸品月間国民会議、同地区大会、図画・

作文コンクール等、全国規模の記念式典、各種

催事等に参加 

・会場:秋田アトリオン(秋田県) 

・開催日：令和４年11月18日～11月20日 

◆全国伝統的工芸品展 

大都市圏における伝統的工芸品の普及並びに

需要開拓を目的として、東京で開催される伝統

的工芸品展において展示・即売及び制作実演を

実施 

・会 場：松屋銀座  

・開催日：令和５年２月23日～２月28日 

山口県戦略的情報発信推進

業務【戦略的情報発信推進

事業の一部】 

           a（広報広聴課） 

23,085 

県の情報発信にマーケティングの視点を取り入

れ、県の魅力を戦略的に情報発信 

◆外部専門人材による広報コンサルティング 

◆広報コンサルティングに基づく情報発信 
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≪取組の評価≫（「１ やまぐちの文化力を活かした交流の拡大」関係） 

・令和４年度の組織改編により、文化財を観光資源として積極的に活用し、観光振興

につなげる取組を推進するため、教育庁（社会教育・文化財課）が所管している文

化財保護事務を知事部局（文化振興課）へ移管した。 

・このたびの移管を契機とし、県内外の伝統芸能団体が一堂に会する全国規模の催し

「地域伝統芸能全国大会」を本県で初開催し、伝統芸能による地域の活性化に向け

た機運醸成を図るとともに、担い手不足等の課題解決に向け、ＡＩ技術を活用した

ゲーム性のある地域伝統芸能体験コンテンツを制作し、伝統芸能に親しむ機会の創

出に取り組んだ。 

・美術館所蔵品のデジタルアーカイブ化を引き続き実施し、「やまぐちデジタルギャ

ラリー」の充実を図ることで、デジタル技術を活用した美術館の魅力発信を行うと

ともに、美術館を核に周辺施設や商店街など地域と連携したアートイベントを実施

し、美術館への誘客拡大や地域のにぎわい創出に取り組んだ。 

・総合芸術文化祭（分野別フェスティバル）の実施団体が増加するなど、コロナ禍で

大きく落ち込み、低下していた県民の文化芸術活動も、回復傾向が見られた。また、

「東部地域文化振興事業」の実施により、国際交流の深化と合わせて、地域の特色

を生かした文化芸術の振興を図った。 

・文化イベント情報誌「Cul-ちゃ やまぐち」の配布及び同誌Web版による多言語化、

「やまぐちバーチャルアートミュージアム」やＳＮＳ等の活用により、本県が誇る

多彩な文化資源の魅力を国内外に情報発信するとともに、文化芸術活動への県民参

加を促進した。 

・今後とも、美術館等を核とした文化施策や、文化芸術とスポーツ・観光の連携、文

化財の積極的な保存・活用など、多彩な文化資源を活かした取組の推進により、交

流拡大を図る必要がある。 

 


